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前回会合(APA1-5/SB48-1)の成果 

 2018年5月のAPA1-5・SB48-1では，COP24において，パリ協定の実施指針（PAWP: Paris Agreement Work 
Programme）を採択を目指した交渉等が行われた。  

 差異化や各議題のスコープなど，締約国間で意見の隔たりがある部分は残りつつも，「緩和」，「適応」，
「透明性枠組み」，「グローバル・ストックテイク」，「市場メカニズム」，「資金」等，各分野の議論の進捗状
況に応じ，指針のアウトラインや要素が具体化された非公式ノートが作成された。また，APA1-5 の結論文
書には，APA共同議長が同非公式ノートの整理案等を含む「ツール」を作成すること，議題間の関連性(リ
ンケージ)を議論するラウンドテーブルを実施すること等が盛り込まれた。 

 APA1-5・SB48-1における進展を踏まえ，パリ協定の実施指針に関する議題について，9月4日～9日にタ
イ・バンコクにて，APA1-6及びSB48の再開会合が追加的に開催されることとなった。 

バンコク追加会合(APA1-6/SB48-2)の見通し・ポイント 

 パリ協定下での各国の行動の肝となる，緩和策の着実な実施と堅固な透明性枠組みが重要。全ての国
に共通で，透明性の高いルール構築を目指していく。 

 目下の課題は，パリ協定の実施指針採択に向けて交渉を加速すること。APA及びSBの合同リフレクショ
ン・ノートにおいては，全てのPAWP関連議題において，更に選択肢が整理され，テキスト案に結実するよ
うな詳細度を有した，交渉のための合意の土台（an agreed basis for negotiations）を作ることを目指すと述
べられている。今次会合においては，APA1-5・SB48-1で作成された非公式ノートや，APA共同議長により8
月上旬に公表された「ツール」をもとに，テキスト案の作成に向けて，技術的議論を加速していく。 

 各議題における差異化やスコープのほか，議題間のリンケージが引き続き重要な論点となってくるところ，
全体としてのバランスに留意しつつ，我が国にとって重要な論点（「緩和」，「透明性枠組み」，「市場メカニ
ズム」等）を中心に，UG，EU，EIGとの連携を強化しつつ，積極的に交渉に参加する。 



9月4日～9日      APA1-6/SB48-2(於：タイ・バンコク) 

10月22日～24日 プレCOP（於：クラコフ） 

12月3日～14日 COP24,CMP14/CMA1-3,APA/SB会合，タラノア対話（於：カトヴィツェ）  

今後の主要な交渉関連日程 

参考 
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日本版タラノア対話プラットフォーム 



日時：平成30年12月3日（月）～12月14日（金） 
場所：ポーランド・カトヴィツェ 
議長：クリティカ・ポーランド環境副大臣 

 
・COP21（第21回国連気候変動枠組条約締約国会議。2015年，パリ）でパリ協定を採択。 
・COP2１決定により，パリ協定の実施指針（PAWP: Paris Agreement Work Programme） を
採択することとなり，現在，関連交渉が行なわれている。 
 

実施指針策定交渉の状況 

第24回国連気候変動条約締約国会議（ＣＯＰ２４） 
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COP24では，実施指針の交渉等と並行し，４つの重要なハイレベル・イベント「①タラノア対
話（政治フェーズ閣僚レベル，②第3回ハイレベル資金閣僚級対話，③pre2020の実施と野
心に関するストックテイク会合，④グローバルな気候行動（GCA）推進のためのハイレベル
会合」の開催が予定されている。 

ハイレベル・セグメント(12月11～14日) 

クリティカ・ポーランド環境副大臣  
COP24議長 

フルシチョフ・ハイレベル・気候チャンピオン 


